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　SRC 　News 　No64 迄、3回に 分け、

世 界 各 地 の 血 液 型特 性 （A ，B型 比 率 と0

型 比 率 の 比 EA／0］、［B／O ］） を 紹 介 し、

日本 列 島特性 につ い て考 察 しま した。本

稿 で は、日本列 島 の 特性 成 立 過程、日 本

古 代 史 をた ど っ てみ ま す。

1．日本列島特性の 地理的分布

　 表一1に、都府 県の 血液 型 特性 （以 後、

特性 とす る。）を 示 します。［B／0］が 約

0．7か ら08 の 狭 い 範 囲 に、［A／0］は 09

表一1　 日本列 島主要部血 液型 特性 分布

か ら 1．7と 広 く分布 しま す。図
一1に、

［A／0］が、北 の 青 森 か ら南 の 鹿 児 島 へ 向

けて 増 加 し、南 琉球 の ［A／0］は東 北 と 同

じで、北 の九 州 へ 向 け て増 加 す る様 子 を

示 しま す。こ れ が、A 型 の 東 西 勾 配 と 呼

ば れ、最 終 氷 河 期 以 降一万 年 に渉 る 拡

散 ・交 流 に よ り定 着 した基 層 （東 日本 ・

縄 文 型）特性と 3千年前 頃か ら一千 年以

上 に渉 る渡来 （西 日本 ・弥 生 型 ）特 性 の

北上 に伴 う交流 を通 して 成立 した 日本列

島 の 独 自な 特性 と され て い ます。図 一2
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に、各都府県の ［A／0ユと地 理的位置関係

を示 します。［A ／0］と位 置 関係 が連 続 的

に対 応 して 変化 す る 範 囲 を黒 く塗 っ て い

ます が、青 森 か ら列 島 中央 を南下 して 長

野 に 至 る範 囲 は 明瞭 な 東西 勾配 （十 ）で

すが、長 野 以 北の 中 央 部 を 囲む 様に、日

本海側は北陸か ら上 越 へ 、太 平洋側は近

畿南部か ら東海、関東南部を経て 北部 に

延 び る 広 い 範 囲 や 中 国．四 国 か ら東 九 州

にか けて の 範囲で は、逆勾配 （
一
）とな

り、近畿 か ら中 国と、九州北部か ら南 と

西 に向 けて の 地域 で は （十 ）勾 配 が見 ら

れ ます。次 に、勾配逆 転地域 につ いて 考

察 します。
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図
一2　縄文人の 南下

2 ．西南九州、四国及び瀬戸内

　　海地域
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］　 我国 に おけ る血 液A 型の 東西勾配

　図
一3 に ［A ／0 ］が最 も 高い地域 を黒 く

塗 っ た 地図 を示 し ま す。九 州西 部 か ら南

部 を 回 り、四国 全土を覆 い、中 国 の 岡 山

と対して瀬戸 内海を扼 し、飛び地の様 に

岐早 に 延 びて い ま す 。な お 、東 西 日本 の

植生 や文化基層 を分 ける プ レキ シ トン線

が 岐阜を横切 っ て お り、西 九州を起点と

す る 弥生 勢力が 南九州 を 経 由 し て 四 国 に

渡 り、瀬戸 内海沿い に北上 して 縄文の南

境に達した道筋の 様 に見 えます 。 古事記
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の 神武天皇 東遷 に 記 さ れ た 日向を 出て 、

豊予水道を北上し、筑紫、阿岐、吉備の

滞在 16 年に及 ぶ 瀬戸内海彷徨 との 対応

や 記述 に窺 える 南方 的習俗は弥 生 勢力 の

ルー
ツ と列島拡大の 経緯を一

人の 英雄の

物語 に凝 縮 したも の と思 え ます。
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図一3　 弥 生人 の 北上

3 ．北九州 、 中国 、 近畿、 北陸

　　地域

　［A ／0 ］が、西 南九 州 よ り若「
二

低い 地域

を 黒 く塗っ て、図
一4 に示 しま す。九州

は 北 か ら 中部へ 、中 国地方は 岡L］を 除く

全域か ら近畿北部を経て、日本海沿い に

北 陸
・
上 越 に 共 通 の 特性 が伸 び て い ま

す。

　弥生勢力が西 日本を席捲し、縄文勢力

の 強 い 列 島 中央 部 を 避 けて 北上 して 行 っ

た 経路を見 る よ うで す。環 濠集落跡、戦

死 者の 遺体、銅剣や 銅鐸等 に代表さ れ、

魏 志 倭人 伝 の倭 国 騒 乱 時代 に対応 す る の

か も しれ ませ んが、縄文地域の 裏側の 北

陸へ の進出等、政治権力の 意志も窺える

よ うに 思え ま す。古事記 に 見 る神武 以 降

崇神天 皇 まで の 大和周辺か ら近畿北部を

固め、中国、北陸方面へ の 勢力拡大 に 対

応 し、歴代后妃が 服属勢力出身で ある こ
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図
一4 　縄 文人 と 弥生人の 西 日本、北陸

　　　 へ の 拡散

とか ら、弥 生 と縄 文 両勢 力の 交 流 が進 み、

後 者 によ る 吸収 が ［A ／0ユの 低 下 に現 れ て

いる と考え られ ます 。

4 ．出雲、近畿、東海 、関東地域

　［A／0］が、3 ．の 地域 よ り低く、長 野

よ り若 干 高 い 地域 を黒 く塗 っ て 図
一5 に

示 し ま す。近畿南部か ら東海地域、関東

　　　　　　　　　　　説
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図
一5 　大和と出雲の 結びつ き と 関東へ

　　　 の 進出

南部か ら北部に か けて と、飛地の 様 に 山

陰の 出雲地方に共通の 特性が 広が っ て い

ます。大 和、出雲両勢力連合が西日本を

抑 え、東 海 道沿 い に関東 南 部 か ら北 部 を

制 して 、東北南部へ と列島統
一

の 意志が

読 取 れ る様 です。前 方後 円 墳、埴 輪、鉄

剣 の 銘文 に見 る大 和 勢力 との 関係 な ど 時

代 は 古墳 時代 に進 み ま した。古事 記 に 見

る崇 神 天 皇 の 尾 張 以 東 12 道 の 制 覇、越

か らの東 北 南部 侵 攻、関東 の 天皇 家 出 目

有 力 氏 族 出現 や渡 来 勢力 入 植 等 の記 述 は

特性分布と良 く対 応 します。一
方、出 雲

は先 行 す る神話 時代 か らの 大 和 に次 ぐ有

力 勢 力 と され て お り、L］陰 とい う飛 地 に

も拘 らず特性 を共 有 す る程 の 濃 密な 関 係

にあ っ た と考 え られ ま す。こ れ ら地 域 が

縄 文 型 に近 い 理 由 に、本来 の 縄 文勢 力 圏

へ の 進出と交 流 は弥 生 勢力 の 縄 文勢力へ

の 吸収 を
一

層 推 し進 め た と思 い ます が、

出土 品 等 に見 る騎 馬 文 化 は縄 文 型 と共 通

な特性を持 つ 勢力 渡 来 の可 能性も否 定で

き ませ ん。

　朝鮮南部 との騎 馬 文 化 の共 有、古 代 中

国周 辺の西 方系騎 馬 民 族の活動、西 方系

遺 伝 特 性 を持 つ 古 代 中 国人 の 存 在、高 句

麗広開 土王 碑や記 紀 に 見 る 朝鮮半島進出

は権力 中枢へ の西 方系 勢力の 影響を伺わ

せ ます。しか しな が ら、日本列島の 稲作

文化継続 の 事 実は、弥生型 の 縄 文型 へ の

吸収が権力中枢の 変質を齎 した 主要 な背

景 と 思 わ れ ま す。バ イ キ ン グ出 自の ロ シ

ア ・キ エ フ 王 朝の 急速な ロ シ ア 化、フ ラ

ン ス出自の ノル マ ン系イ ン グラ ン ドヨE朝

の フラ ン スへ の執 着 は、千 年 前 に 日本 列

島 に起っ た こ とと 同 じよ う に思えます。

おわ りに

　血 液 型特性勾配 の 反 転す る地域に着 目

し、特性分布と古事記 の 記述の 対応から

古 代 日本 の成 立 を た ど っ てみ ま した。統

計的数値か ら個々 の 事件を追 う こ と は で

き ませ ん が歴 史の 動き を俯瞰 し、理 解す

る には 役立ちそ うです。
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